
NO.306



　 　



　 　



　 　



　 　



　 　



　平成 16年 11 月 24 日、玉穂町・昭和町・田富町の合併を

推進するために、笠井弘男様から合併協議会設置の住民発議

の手続きが始まりました。署名収集期間を経て提出された署

名簿を、町選挙管理委員会で審査をした結果、488 人のみな

さまの有効署名が集まりました。

　町では、平成 16年 12 月 24 日に合併協議会設置の請求を

受理し、玉穂町長、田富町長に対し、議会に付議するか否か

の照会の通知を発送いたしました。

　平成 17年 2月 14 日、玉穂町、田富町から「付議しない」

という回答があり、合併特例法の制度により合併対象町の 1

つでも付議しない回答があれば住民発議の手続きは終了する

ことから、玉穂町・田富町との合併協議会設置請求の手続き

は終了いたしました。

　町民のみなさまによる署名に基づく住民発議は終了いたし

ましたが、市町村合併の検討は避けては通れない問題であり、

町では今後も地方分権改革の行方や道州制問題など、国と地

方の構造改革の進展に注視しながら、まちづくりの手段の一

つとして検討して参ります。
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「
健
康
」
や
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
へ

の
思
い
入
れ
か
ら
な
の
か
、
ま
た
は

「
お
ー
い
お
茶
」の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

や
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
女
優
ら
の
Ｃ
Ｍ

起
用
が
効
を
奏
し
た
か
ら
な
の
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
真
偽
の
ほ
ど
は

分
か
ら
な
い
が
、
お
茶
（
無
糖
茶
）

飲
料
の
売
上
高
は
年
々
勢
い
を
増

し
、
も
う
す
ぐ
1
兆
円
規
模
の
市

場
と
な
る
だ
ろ
う
と
関
係
者
は
予

測
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
お
茶
（
緑
茶
）
は
、
臨
済

宗
の
開
祖
の
栄
西
禅
師
が
、
宗
か

ら
「
茶
の
木
」
を
持
ち
帰
り
、
茶

を
飲
む
こ
と
を
広
げ
た
と
い
う
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
栄
西
の
「
喫

茶
養
生
記
」
に
は
、「
茶
は
養
生
の

仙
薬
、養
生
の
秘
け
つ
は
五
臓
（
肝
、

肺
、
心
、
脾
、
腎
を
保
つ
こ
と
。

茶
は
そ
の
苦
味
を
持
っ
て
心
臓
を

強
く
し
、
五
臓
の
調
子
を
整
え
る
。

ま
た
茶
は
酒
を
さ
ま
し
、
眠
気
を

と
り
、
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
。
傷

を
癒
し
、
疲
労
感
を
と
り
、
利
尿

を
よ
く
す
る
）」
と
も
記
さ
れ
、
鎌

倉
幕
府
の
編
纂
し
た
公
的
記
録
「
吾

妻
（
あ
ず
ま
）
鏡
」
に
も
、
栄
西

が
源
実
朝
（
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
）

の
二
日
酔
い
を
治
し
た
と
い
う
記

述
が
あ
る
く
ら
い
、
当
時
か
ら
様
々

な
効
能
を
も
っ
た
飲
料
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
近

年
で
は
、「
茶
の
葉
」
の
科
学
的
な

解
析
か
ら
数
多
く
の
生
理
機
能
が

解
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
組
成
分

の
な
か
で
も
、
カ
テ
キ
ン
（
渋
味
）、

カ
フ
ェ
イ
ン
（
苦
味
）、フ
ラ
ボ
ノ
ー

ル
、
食
物
繊
維
、
サ
ポ
ニ
ン
、
フ
ッ

素
等
の
機
能
が
一
般
的
に
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
効
能
に
つ
い

て
の
例
え
を
挙
げ
る
と
、
抵
酸
化

作
用
（
老
化
や
ガ
ン
を
防
ぐ
）、
脂

質
代
謝
改
善
、
血
糖
や
血
圧
の
上
昇

抑
制
、
抗
菌
作
用
、
虫
歯
予
防
な
ど
、

老
若
男
女
に
と
っ
て
「
医
者
い
ら

ず
の
魔
法
の
飲
料
」
で
あ
る
。

　

現
在
、
家
庭
で
購
入
す
る
お
茶

の
量
は
、
お
よ
そ
年
間
３
８
０
ｇ

／
1
人
（
家
計
調
査
年
報
）
と
の

報
告
が
あ
る
。
1
９
７
1
年
（
昭
和

46
年
）
に
東
京
の
銀
座
に
外
資
系

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
1
号

店
が
開
店
し
、
こ
れ
を
機
に
フ
ァ
ー

ス
ト
・
フ
ー
ド
は
「
百
花
繚
乱
の

時
代
」
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
の

だ
が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
人
の
お

茶
の
消
費
量
は
減
り
始
め
る
の
で

あ
る
。

　
　

   

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
昨
年
末
ま
で
に

県
内
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ

た
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、
２
２
７
件
で
前
年
同
期
比
で

1
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
成
長
や
、
人
格
形
成
に
重
大
な

悪
影
響
を
与
え
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
早
く
発
見
し
て
保
護
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
の
中
で
、
児
童
の

虐
待
等
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ
う
な

状
況
に
お
気
づ
き
の
方
は
相
談
・

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

痛
ま
し
い
事
件
に
発
展
す
る
こ

と
が
多
い
児
童
虐
待
を
早
期
に
発

見
し
、
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
相

談
や
連
絡
は
守
秘
義
務
に
よ
り
保

護
さ
れ
ま
す
。
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学
校
よ
り
帰
り
し
男
孫
等
と
ん
で
来
る

　
　
　
　
　

吾
が
作
り
た
る
ほ
う
と
う
食
べ
に

　
　
　
ど
ん
ど
焼
き
炎
の
上
に
舞
い
上
が
る

　
　
　
　
　

習
い
重
ね
た
孫
の
書
き
初
め

少
年
と
姉
と
二
人
が
公
園
に

　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
秋
の
日
や
わ
く

雪
解
け
の
屋
根
よ
り
雫
落
つ
る
音

　
　
　
　
　

聞
き
分
け
て
居
り
画
集
繰
り
つ
ゝ

大
雪
の
予
報
は
雨
で
畑
し
っ
と
り

　
　
　
　
　

青
さ
増
し
来
て
花
も
咲
き
初
む

八
ヶ
岳
ス
キ
ー
場
の
灯
り
宝
石
を

　
　
　
　
　

鏤
ち
り
ば

め
し
如
連
ら
な
り
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

春
浅
し
庭
の
日
だ
ま
り
水
仙
の

　
　
　
　
　

生
き
い
る
い
と
な
み
力
も
ら
い
ぬ　

　
　
　
　
　

新
玉
の
歌
会
始
め
師
の
歌
の

　
　
　
　
　

読
み
上
げ
ら
る
を
確
と
聞
く
な
り

御
詠
歌
の
友
と
手
打
ち
の
ホ
ウ
ト
ウ
を

　
　
　
　
　

大
徳
寺
管
長
猊げ

い

下か

と
頂
く

今
津　

玉
江

今
村
美
智
子

磯
部　

信
与

河
野　

孝
枝

桑
原　

丑
寅

武
内　

知
子

鷹
野
き
く
代

高
野　

久
枝

輿
石
ミ
ス
子

朗
々
と
詠
み
上
げ
ら
れ
る
師
の
歌
は

　
　
　
　
　

歌
会
始
め
儀
式
の
中
に　

　
　

足
先
の
指
凍
傷
で
切
断
し

　
　
　
　
　

躄い
ざ

る
姿
の
北
朝
鮮
の
子

朝
の
五
時
眉
月
光
る
も
未
だ
真
暗

　
　
　
　
　

農
道
を
避
け
家
並
を
急
ぐ　

　
　
　

　
　
　
　
　
　

師
と
共
に
吾
も
式
場
に
在
る
如
く

　
　
　
　
　

和
歌
朗
詠
に
膝
を
正
せ
り

幸
せ
と
思
へ
ば
幸
せ
ふ
つ
ふ
つ
と

　
　
　
　
　

二
合
の
お
米
煮
へ
は
じ
め
た
り

恐
れ
つ
ゝ
ら
く
だ
の
背
な
に
乗
り
ゆ
け
ば

　
　
　
　
　

地
球
は
揺
ら
ぐ
ぐ
ら
ぐ
ら
揺
ら
ぐ

気
を
つ
け
て
声
か
け
ら
れ
た
ら
逃
げ
る
だ
よ

　
　
　
　
　

孫
の
友
達
背
に
手
を
当
て
つ

凍
て
つ
き
し
畑
に
マ
ル
チ
を
敷
き
つ
め
て

　
　
　
　
　

イ
チ
ゴ
の
苗
の
青
さ
い
と
し
む

徳
江
恵
美
子

中
込　

信
子

深
沢　

た
ま

松
岡　

満
子

山
田　

勝
代

山
下
美
津
子

長
田　

和
子

輿
石
さ
だ
代
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✿

✿

西
条
二
区　

宮
﨑　

優ゆ
う
と斗　
（
洋　

介
）

清
水
新
居　

清
水　

尚な
お
や哉　

（
雄　

介
）

押

越　

中
井　

幹か
ん

太た　
（
健　

治
）

上

河

東　

髙
野　

日ひ
よ
り和　
（
宏　

司
）

上
河
東
二
区　

相
澤　
　

凛り
ん　

（　

学　

）

♥

♥

紙
漉
阿
原　

荒
井　

一
樹
◎
清
水　

深
雪

☎

☎
☎
☎

西
条
一
区　

髙
野　

孝
久　
（
三　

夫
）

西
条
二
区　

有
本　

隅
子　
（
牛　

雄
）

押

越　

齊
藤
千
代
子　
（
光　

弘
）

河
東
中
島　

村
松　

安
子　
（
永　

雪
）
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